
 田中議員の「各分野における人材確保施策について」のうち、 

「社会保障分野の現状について」のご質問からお答えいたします。 

医療、介護、保育分野の現状につきましては、本市におきまし

ても、看護師、介護福祉士、保育士といった、国家資格を必要とす

る人材不足が慢性化していると認識しております。 

 

 次に、「建設分野の現状について」でありますが、建設業におい

ても慢性的な人手不足や高齢化が進んでおり、新たに募集しても、

求職者が少なく、人員が不足している状況であります。 

 

 次に、「各種事業所における現状について」でありますが、 

伊達商工会議所が会員中小企業に実施している景気動向調査におい

ても、経営上の問題点として、全業種で従業員の確保が上位の課題

に挙げられており、各種事業所においても、人材不足は深刻な問題

であると認識しております。 

 

 次に、｢奨学金制度等の導入について｣でありますが、医療福祉

分野における一定の資格を有しており、かつ、奨学金を返還してい

る方に対する 支援制度について、令和６年度からの導入を目指し、 

現在、検討を進めております。 

 

 次に、「市民課窓口の対応について」のうち、「オリジナルの婚

姻届等の作成について」でありますが、婚姻届及び出生届とも、雑

誌の付録など、手軽に入手できる 様々なデザインの用紙が多く利

用されており、また、現在、市民から市独自の用紙を求める声もな



いことから、本市として オリジナルの届出用紙を作成する意向は

ありませんが、将来的に、広く市民からの要望等があった場合は、 

検討して参ります。 

 

次に、「記念撮影用のバックボード等の設置について」であり

ますが、婚姻届の提出時等に、窓口で記念撮影の依頼を受けるケー

スは 年に１、２件程度と少なく、また、設置場所の確保も困難で

あることから、記念撮影用の バックボード等を作成する 考えはあ

りませんが、デジタルサイネージを利用した 記念撮影について、 

検討して参ります。 

 


